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（１）沿革

設置経緯

見直しの動向

役割（2019年時点）

（２）　組織体制

常勤職員数 4 人

うち常勤研究員数 4 人
非常勤研究員数 0 人

庶務体制

市民参加、外部連携

戸田市政策研究所

１　組織概要

埼玉県戸田市上戸田1丁目18番1号
戸田市役所　4階　政策秘書室

048-441-1800　内線470

048-431-6790

http://www.city.toda.saitama.jp/life/7/67/

seisaku@city.toda.saitama.jp

2008年4月1日

埼玉県戸田市

内田貴之（所長／副市長）

２　組織動向

2008年4月、戸田市の政策形成力を高め、的確な政策展開を図ることを目的として設置

―

【調査研究機能】
○調査事業
　・アンケート調査
　・基礎調査
○研究事業
　・政策企画
　・政策研究
　・外部機関との共同研究
【政策支援機能】
○研修教育事業
　・シンポジウム開催
　・「政策形成基礎研修」開催
　・庁内自主勉強会「戸田ゼミ」開催
○政策相談事業
　・庁内政策相談窓口
　・市長公約と行政計画の整合
○情報発信事業
　・ホームページ開設
　・戸田市政策研究所「めるまが」の配信
　・研究報告書発行
  ・大学での寄附講座開催

設置形態（択一）

自治体の内部組織
常設の任意団体（提言等を行う会議体型の団体も含む）
公益法人（財団法人・社団法人）
大学の附置機関
広域連合
その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　） 

（専任1名）

専門的な知識を有した研究員の採用　　
外部有識者の活用(研究員として採用した者を除く)　     
大学・非営利活動法人等と連携した研究の実施　　
設置市の企画部署と連携した研究の実施　　　　　
設置市の関係部署と連携した研究の実施　　　　　
その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　） 
特に行っていない　

専任の研究員が行っている

大学、外部研究機関及び民間企業との共同研究を実施

専門性確保に関する特徴
（複数選択可）



組織名 戸田市政策研究所

（３）会計

2019年度予算 千円　
2018年度決算 千円　
2017年度決算 千円　

順位
1位
2位
3位
4位
順位
1位
2位
3位
4位

定期刊行物

（２）活動のマネジメント状況

研究員の業務分担

研究員の専門性
育成の手立て

研究員のキャリアパス等

その他

4,411

会計規模※人件費・間接費（オフィス賃借料、水道光熱費等）は含まない

2,909
5,730

自治体の内部組織以外の団
体の場合の事業活動収入の
主な内訳
（多い順に選択）

収入種別

自治体の内部組織の場合の
事業活動収入の主な内訳
（多い順に選択）

収入種別
設置部局の予算

３　活動動向

（１）活動実績　　　　

ア　テーマ決定
（複数選択可）

設置市からの要請　
外部有識者等からの助言・示唆
貴団体・組織で、設置市の総合計画等に明記された重要課題から選択　
貴団体・組織で自ら発案
その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

イ　情報発信
（複数選択可）

設置市の議員や幹部職員に、報告や提言を行う
設置市の関係部署に、報告や提言を行う
設置市の庁内の広範囲に、成果物を配布する
報告会を実施する
日常的活動を、ＨＰ・メールマガジン・ニューズレター等で周知する
その他（具体的に：積極的な視察受入れ　　　　） 
特に行っていない　

ウ　活動の評価とその反映
（複数選択可）

設置市の行政評価制度により評価を受けている
運営委員会等、貴団体・組織の運営に関わる機関から評価を受けている
外部有識者から評価を受けている　
報告会・アンケート等の機会を設けて、評価を受けている  
その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 
特にそういう機会はない

４　特記事項

○研究員は、年間の研究テーマについて調査研究を行う
○研究員は、外部の学識経験者（政策形成アドバイザー）や派遣職員との調整、庁内向けの研修（政策形成基礎等）の
実施、庁内外への情報発信を行う

○外部の学識経験者（政策形成アドバイザー等）による指導
○大学や外部研究機関等との共同研究による専門的知見や調査手法等の学習、蓄積

ⅰ）税務課→当研究所→人事課
ⅱ）税務課→当研究所→経営企画課
ⅲ）経済振興課→当研究所→経営企画課

書籍「共感される政策をデザインする-公民連携による戸田市の政策づくりと教育改革-」を東京法令出版株式会社より
発行



組織名 戸田市政策研究所

調査研究名

シビックプライドの効果及び
向上手段に関する応用研究

１）戸田市におけるシビックプライドのターゲットを整理するとともに、方向性について検討する（既存調査の分析、相互
協議等）。
２）共感の高まりにつながるコミュニケーションポイントとして、まちの価値に気づき理解が深まるような動画コンテンツ制
作方針をまとめる（事例検討等）。
３）１）と２）を通じて、シビックプライド向上手段として利活用可能な戸田市の魅力やイメージが高まる動画コンテンツを制
作する（現地調査・撮影、相互協議等）。
※株式会社読売広告社との共同研究

５　２０１９年度に実施した調査研究

調査研究の概要

戸田市におけるスポーツ
ツーリズムの展開に資する
担い手育成に関する包括的
研究

１）国内外のスポーツツーリズムに関する概念や先行研究、先駆的な取組事例を収集・整理し、分析する（文献調査、現
地調査等）。
２）スポーツツーリズム等関連領域における担い手育成に関する国内外の特徴的・先駆的事例を多角的に収集し、戸田
市独自のスポーツツーリズムの推進に資するコミュニケーションツール（戸田版スポーツツーリズム用テキスト）の開発に
向けたフレームワークを検討する（文献調査、ワーキングチームでの検討等）。
３）戸田市においてスポーツツーリズムに直接間接に関わる可能性を有する主体（ステークホルダー）の意見収集を通じ
て、「戸田版スポーツツーリズム用テキスト」の開発を目指す（ワーキングチームでの検討、ワークショップ等）。
４）１～３を踏まえ、戸田市におけるスポーツツーリズム推進に向けた担い手育成の方策を包括的に検討し、報告書を作
成する。
※目白大学との共同研究


